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県政レポート

| 令和5 年度予算と今後取り組むべき県政課題について

１
一 期昌の 聶大 の公約
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米年 度に向けて、第一回定例会では県予算の

審議がなされます。予算規模は実に4兆円～5兆

円にもおよびます。

特に新型コロナウイルス感染症については、5♪｣

にも感染４ﾓ法の位置付けが2 煩相当から5観へ

と変更される見樋しですが、県予算としては現行

制度のまま巨 額な対策'拷川を計上せざ･るをえな

い、といったスケジュール上の問題が発生します。

また、会派の予算 嬰望ヒアリングでは、様々な業

界忖|体や労働組 介の皆様とも意見 交換をさせて

いただきました。現 職としての活動 実績や政 策に

ご理解を賜り、ありかたいことに推 薦状をいただく

機会にも恵 まれました。引き続き、政 治恬 条として

は｢ 無党 派別の声を聴く｣｢しがらみのないクリー

ンな政 折｣ を貫きます。様々な声を頂戴することで、

F公ｔly 公疋] な政 治の実現を目指しま玄、

濁FF こTう へい　 ブロフィ一,||り

ｌ 場力」



| 私か､あなたの声になる。神奈川県政から国を変える、横浜市を動かす。

所Ｍ 会派､ 立憲民1ﾓ 党･虻 権クラブで．

今後爽現を目指して取り組んでいく共通

政 策集の作 成をいたしました．卜'記は県

､甜 喇による共通政策(マニフェスト)です．

前廿で地城の粁様に素案をお小しし、様 然

々なご意見を頂蛾しました。同やIljへのご　　 ’`

要？も多く、｢神余川から川を変える、繊浜

巾を動かす｣視点で取り側んでまいります。

ａ

１．まっとうな 政 治 を 取り戻 す

・利権やムダの排除　･行政の見える化　・あくなき行財政改革

・議員自ら身を正す改革　・公民共創の推進　・ＮＰＯ等に対する寄附金控除の拡大

2 ．物 価 高 に 負 け な い 経 済 政 策

・賃金アップ　・増税ありきの防衛費増は認めない

・中小企業の事業強化/転換支援

3 ．社 会 が 支える子 育 て支 援

・教育費の軽減(給食費無償化．県外私立高校通学者への学費補助、給付型奨学金

強化) ・保育/教育の質の向上　・フードバンク・子ども食堂の普及　 ・パパ育休促進

・こどもの権利条例の制定

4 ．コ ロ ナ から 社 会 的 弱 者 を 守 る

・ワクチン、医療の公費負担の継続　・高齢者の感染対策　・セーフティネット強化

5 ．働 くひとを 全 力 支 援

・非正規社員の待遇改善　・ハラスメントの根絶　・働き方改革　・通勤ラッシュ緩和

・エッセンシャルワーカーの待遇改善/人材確保　・創業、事業承継の支援

・公契約条例の制定

6 ．高 齢 者 がい き い きと暮らせる 社 会

・高齢者の足となる移動手段　・老人ホーム(特養)の入居待ち解消

・介護人材の確保　・認知症対策　・地域コミュニティの強化

7 ．障 が い 者 が 暮らしや すい 環 境 づ くリ

・バリアフリーの強化　・インクルーシブ教育の推進　・賃金アップ/雇用機会拡充

8 ．どこよりも 安 全・安 心 の 暮らし

・急傾斜地防災工事の推進 ・津波高潮対策　・防犯カメラ設置支援

・特殊詐欺対策　・日米地位協定の見直し　・鳥獣被害対策

9 ．再 生 可 能 エネ ル ギ ー の 推 進

・脱原発　・エネルギーの地産地消で地域の活性化　・新エネルギー産業の剔出

10 ．多 様 な 生 き 方 を 認 め 合 う社 会

・ジェンダー平等社会の実現　・ヘイトスピーチ撲滅　・パートナーシップ制度の推進

・ペットとの共生



l 国・県・市の連携で、｢物価高｣に負けない経済対策・所得向上

コロナ蘇 物価高以前から､日本は経済成長出来す､また､賃金も上がらない悪繕環が続い

ていました。I‾公益資本主義( 勉く人と塚族｡地域､環境など二方良しの経営卜 と｢賃上げ｣ 、

￥は国一市と連携をt強什､し/こ上､県民への経酒振興施策冥施や中小介業の支援が必我でＪ。

目
防衛増税の前にやるべきことがある。『行財政改革』徹底で、増税を阻止

!坊衛費は５年で４３兆円にものほる大帷増額か自民党政権により閲議.決疋．しかし.安易に

増税.ありきの議爵ま認められません．増税の前に.徹底した行則政改革が必裁･です．須田こ

うへいの収り組んできた｢只える化iF 公民共創|は会派公約として採択され推巡されま'g．

老 後 の安心を 守る｢ 医 療 提 供体制｣ と｢ 地 域包括 ケアシステム｣ の強化

新型コロナ感染症が2 類相当から５類へなる中､特に社会的弱者など､県民の月己狗担軽減

に向け取り纏みます．禾だ､ が後の医療･柵祉を地曖全休で包括するヶアシステムの椎築に

あたっては､璋がい酒福社や多一文化共生の視点も入れ.｢巨の咆.域包括ヶア｣を巨拓します．

m
子育て世代を支える｢美味しい中学校完全給食｣を全県で実現

一琳目の辛要公約として本会議や雲州会での質疑で精力的に取り上げ.県教委で字校単位

ではなく､生徒数単位での冥施率調査がなされる等の具体的な成巣をあげました．今後は、

食際フードロスの観点から栓 佳食量の慨減≒‾美味しい給食」こ|可けて収り組みま引

目 ＤＸ・ＧＸ・ＭＸ…デジタル・グリーン・メディカルの３大変革

今期はＤＸをｉ 喘課題として取り祠み､県の内部事務のデジタル化や､県民の行政手続きの

オンライン化､聊施設へのキャッシュレス決済の導入等を推進しました。夭朗はＧＸ(グリー

ントランスフォーメーション)に力をいれ｡脱炭素社会と原発ゼロ社会の両立を目指します。

コ ラ ム ： 神 奈 川 の 明 日 に 種 を ま こ う ！

私、須田をはじめ厚生常任委員会所属の立民議員の多

くは県連の「ジェンダー平等推進委員会」の役員も務め

ています。勉強会開催にあたり、私からは解決すべき社

会課題として「男性の育休取得」を提案いたしました、

育児休暇は良:性が８５％近く取得しているのに対し、

男性は上昇傾向にはあるものの１５％未満の低水準とな

っています、また、育休取得期間も女性は９５％超が上

が６ヶ月以上となる一方、男性は半数が２週間未満とな

っています。

本県から、男性の育休取得促進に

取り組む好事例が生まれるよう、引

き続き提言を続けてまいります。
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県民 の声をお|剔か せください!

丿 ド記QR からメールでも送れます）

〒241-OD22 横浜市咽区鶴ヶ峰2 一冊112F2

TEL:045･ 碑4,9444 FAX045･444-9445
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街頭コミュニケーシSiン

活 動で一 循=多くのお

声をいただきました，

地域 の声を政 策の 原

点として活 動します。

神 奈川県は全 国２位

の基地県 。横 浜 ノー ス｡

ﾄ ﾂ゙ﾞｸの 新 部隊問 題も

あり､r 口米地 位協 定 の

改定｣ も必 要です。

今後 は妊 産 艇の 産前

産後 ケアなど、高齢 者

だけで なく、あらゆる世

代にとって｢ 地 域 包括

ケア｣ が必 要です 。

地域 事 情と予 算 血で

の制約 がある中、保護

肴の勁 望をどのように

実 現していくべきか、

が 政治 の役割です 。

医 療では｢ オンライン

診療｣ の導 入に爾 果

をあげ ました。コロナ禍

を契 機に医療 提 供 体

制の 変 革も塩めます。
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| ボトムアップ型の草の根民主主義で、神奈川県政から明日を変える1

連|]連 夜、時には氷点 下の口にも県政 報告を実

施し、広轍･ 公聴活動として県民 の皆 様のご意見

をいただいております。新やコロナウイルス感染症

対 策特別 委 ほ会では、実 際にコロナに罹患され

た方の体験談をもとに運川改善について質疑し、

神奈川県ホームページでのオンライン診療の告知

等において、実 際に改 善が図られました。今後も

ボトムアップ型の政策提 言を続けてまいります。

また、横浜市や国 会へのご 意見についても、国･

県・巾` の連携を強化し、課題解決を｢｣指します。

県 政重点課逗として4 年間取り組んでまいりまし

た｢ 中学 校完全 給食｣ については、横浜市の中期

計画にて26 年 度以 降、令員に給食が提供される

ことが示されました。県 内では、デリバリー型だけで

なく､自校調理、センター方式、親子( 兄弟) 方式な

ど、より地域 嬰望に即した形で実 施を検討す る自

治体もあり、今後とも県 教育 委員 会に｢ 美味しい完

全中学校給食｣ 導人に向けた提 言を続けます。
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国政では。防衛費増を理､由とする増税について

の反対意見や、物価商騰についての切実な声をｍ

戴します。また、｢少子化対策｣｢ 子育て支援｣ は県

政においても大変重要です。子育て11t代・共働き

世代の代弁者として引き続き活勤してまいります。

右下の表に。主な政治テーマについて須田こう

へいの政見を記載しましたＯ｢中道リベラル～穏健

傑守｣＆『改革派』の立ち位罰!で活動しています。

政治は未来の選択です。｢政策｣ の変化によっ

て、私たち県民の明日の｢生活｣が変わります。

須田こうへいｉ
公 平 ・公 正 で

ク リ ー ン な 政 治' ‘!

誰 ひ と り

取 り 残 さ な い 社 会 “l

個 人 消 費 の 回 復

イノ ベ ー ション 喚 起' ‘l

(公 民 連 携･ 公 民 政 創の 推 進)

格 差 の 足 正 一所 得 増 加

堆 税 前 に 行 財 政 改 革 ‘1

教 育 の 無 償 化 を|で|揃 す

チ ルド レ ン･ フ ァ ー スト
‘l

脱 炭 素 社 会 と

原 発 ゼ ロ の 両 立･･l

呻 産 地 消 の エ ネル ギ ー 改 革

.オンフ４ン診療や県,lf連 携 軸化-さ

医 療 提 供 体 制 め 拡 充
‘l

｢ 見 え る 化｣ 推 進

費 川 対 効 果 の 徹 底 検 記?

リ ベ ラ ル

( 多 様 性 を 認 め あ う　'!

共 生 社 会･ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ･

ジ ェンダ ー平 等 推 進)
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